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由 

 
漁
獲
量
等
の
報
告
義
務
の
確
実
な
履
行
を
図
り
、
水
産
資
源
の
持
続
的
な
利
用
を
確
保
す
る
た
め
、
特
に
厳
格
に
漁
獲
量
の

管
理
を
行
う
べ
き
水
産
資
源
に
つ
い
て
、
個
体
の
数
等
の
報
告
並
び
に
船
舶
等
の
名
称
等
の
記
録
の
作
成
及
び
保
存
を
義
務
付

け
る
と
と
も
に
、
水
産
物
の
販
売
等
の
事
業
を
行
う
者
に
よ
る
情
報
の
伝
達
を
義
務
付
け
る
事
項
の
拡
充
等
の
措
置
を
講
ず
る

必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 

 


